
 

資料６ 

 

要支援者の個別避難計画の検証 
 

近年の災害では、災害弱者といわれる多くの高齢者、障がい者（要支援者）が犠牲となってい

ます。 

そのため見附市では、要支援者が発災時に地域において、迅速・的確に避難できるよう「個別

避難計画」の作成を令和 3年度からスタートしました。 

今年度は、令和 3年度に作成した個別避難計画が災害時の避難支援において確実なものである

かの検証をモデル的に行います。 
 

１）検証実施時期   

令和４年１０月～１１月（予定） 

 

２）訓練想定     

水害・高齢者等避難（警戒レベル３）の発令 

 

３）参加者（調整中） 

要支援者、要支援者の支援関係者、地域住民、長岡保健所、市関係部署 

 

４）実施内容 

① 計画通りに安全に避難できるかを検証  

避難支援者からの声掛けや避難誘導等を実施する。 

 

② 長岡保健所・支援関係者からの助言  

「個別避難計画」の実効性を高めるとともに、全市的な訓練の実施に向け課題を整理・検討する。  
 

※ 要支援者の個別避難計画 とは 

避難行動要支援者名簿（要介護認定 3、4，5、身体障害者手帳 1、2級、精神障害者保健福祉

手帳 1級、療育手帳 A所持者（R4度は 1,032名）を登録する名簿）に掲載の中の同意者を対象

に、個別に作成した避難計画。 

令和７年度までに全市において避難行動要支援者の個別避難計画を作成し、3年ごとに更新 

を行う予定。 

【Ｒ３実績】 

13名（土砂災害警戒区域）、【Ｒ４計画】125名（浸水想定 3m以上、家屋等倒壊氾濫想定区域） 

 


